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学
長
今
小
路
覚
瑞

　
本
年
は
相
愛
学
園
が
難
波
の
地
津
村
に
創
設
さ
れ
て
、
満
七
十
年
の
星
霜
を
経
た
記
念

す
べ
き
歳
に
当
っ
て
み
る
。
又
、
学
園
の
多
年
の
念
願
で
あ
っ
た
女
子
大
学
の
設
置
も
、

先
づ
音
楽
学
部
と
し
て
、
四
月
一
日
よ
り
開
講
す
る
こ
と
を
得
て
、
そ
の
念
願
を
果
す
こ

と
を
得
た
。
加
之
学
園
の
復
興
も
累
年
進
捗
を
遂
げ
、
三
月
末
日
に
は
礼
拝
堂
を
兼
ね
た

講
堂
を
含
む
南
本
館
の
竣
工
を
見
て
、
薙
に
こ
の
重
な
る
悦
び
を
受
け
、
学
園
と
し
て
は

永
く
記
念
す
べ
き
重
要
な
る
歳
を
迎
へ
る
こ
と
が
出
来
た
。

　
依
て
、
こ
れ
を
記
念
す
る
た
め
に
、
こ
こ
に
相
愛
研
究
論
集
の
記
念
号
を
特
集
し
て
、

発
刊
し
、
大
方
諸
賢
の
御
高
批
を
希
ふ
こ
と
と
し
た
。
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